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中華民国時期1923年新学制における社会科の設立と性格
一国レベルのカリキュラム構想を手がかりに－
はじめに
1990年代からの中国では，徳育・知育・体育・美青などの全面発達を目指す素質教育の理念に基
づいた教育課程改革が行われてきた。このような改革背景の中で，総合教科である社会科が，創設さ
れた。近年，社会科の重要性はますます認識され，社会科教育をめぐる教科書づくりや授業づくりの
理論と実践の研究は盛んである（1）。一般的に，中国における社会科の誕生期は1990年代と見なされ
ているが，実際に社会科の歴史は近代の中華民国時期に遡ることができる。社会科は1923年に新学
制に伴う学校カリキュラムの改革によって，初等小学（2）に設置され，そして，1949年中華人民共和
国の成立まで（時には常識科として）存在していた。なぜ半世紀前の中国では，すでに社会科が必要
とされていたのか。その後いかに展開され，また挫折したのか。さらに，現代中国の社会科とはどの
ような関連と断絶をもっているのか。これらの一連の問題を究明することは，中国の社会科教育史研
究において意味があるだけではなく，社会科今後の発展とも深く関わっていると考えられる。これま
での市川博，木山徹哉らの一連の先行研究（3）はいずれも1920年代の公民科と社会科を切口として，
当時中国社会におけるアメリカのプラグマティズム教育思想の受容を考察した。
しかし，なぜ1923年に社会科が設置されたのか。社会科を作った側の人々は当時の社会の課題を
いかに捉え，そして社会科教育に一体何を目指していたのか。また，教育に対してどのような考え方
を持っていたのだろうか。このように，中国における1923年の社会科に焦点を当てる研究は管見の
限り見当たらない。
本稿は以上のような問題意識に立ち，1923年新学制課程による社会科の設立に焦点を当て，誕生
期の社会科の性格を追究するものである。具体的に，1923年社会科の設立をめぐり，教科の目標と
内容の観点から社会科の性格を明らかにしたい。また，それによって，社会科を作る側は，当時の社
会の何を課題とし，それをどう捉えて社会科に解決方法を求めていたのか，を究明することを目的と
する。
ただし，社会科を作ることは，大きく分けて二のレベルがあると考えられている。一つは国レベル
のカリキュラム改革によるものと，もう一つは民間側の教育実践によるものである。本稿においては，
その研究対象を国レベルのことに限定する。民間側の教育実践については，稿を改めて論じる。
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1．1922年学制による社会科の設置
第一次世界大戦後における世界的なデモクラシー風潮の高揚や，ロシア革命による社会主義思想の
影響などを背景とする五四新文化運動により，「デモクラシー」と「サイエンス」が時代のスローガ
ンとなっていった。こうした民主主義思想の高まりは，教育界にも強い影響を及ぼした。「教育によ
って健全な個人を育成し，さらにそれを通して民主主義の発展した社会を作る」という共同の理想を
抱え，1919年1月に「新教育共進社」は従来のいくつかの教育団体を統合し，新教育研究の団体とし
て成立し，機関誌を『新教育』とした。それによって，教育改革運動が口火を切った（4）。教育の民主
化と科学化を主旨とした教育改革運動には，アメリカのプラグマティズムの教育思想，とりわけデュ
ーイの学説が大きく受け入れられた。彼の教育思想の中でもっとも中国に影響を与えたのは，教育の
普及を唱える平民主義（5）の思想，児童の個性を尊重する教育方法である。また，彼のプラグマティ
ズムの方法による学説は，知識と行動，生活と教育の統一を目指し，児童が自己の個性と思考力を育
成し，共同観念を発揮することによって，学校生活がそのまま社会生活になることを主張するもので
あった。
上述した教育思潮の変化は，教育制度や内容にも強く反映された。1919年4月教育部が召集した調
査会は，旧来の教育宗旨がデモクラシーの思想に合致してないとして，「健全なる人格を養成し，も
って共和精神を発展させる」ことを教育の宗旨とし，平民主義を発揮して人々に共和精神を知らせ，
公民の自治習慣を養成すべきことを建議した（6）。また，全国教育会連合会（7）は，1921年秋広州で開
催された第7回大会及び翌年22年10月の済南での第8回大会の二度にわたり，アメリカの六・三・
三制をモデルとする学制改革を提唱した。これらをうけて，教育部は学制会議を招集，1922年11月
「学校系統改革案」を発布した。いわゆる「壬戊学制」がそれである。
1922年学制改革にともない，カリキュラム改革の必要性は言うまでもなく，認識された。1923年
には，新学制に基づいた小学・初等中学・高等中学の新しい課程綱要（8）が全国に発布された（9）。『新
学制課程綱要総説明』によると，「小学の課程は国語，算術，衛生，公民，歴史，地理，自然（理科），
園芸，工用芸術，形象芸術，音楽，体育の12科目に分かれる。但し，初等小学校の4年では，衛
生・公民・歴史・地理の4科目を総合して社会科，自然と園芸を合併して自然科とする（10）」。各課程
の授業は時間の「分」を単位で計算し，その授業時間数の百分比は次の表1の通りである。
このように，従来の「修身」の廃止と「公民」「衛生」の設置，そして，初等小学1～4年におい
て，「公民」「衛生」「歴史」「地理」を社会科に統合することは，今回のカリキュラム改革の主な特徴
であった。これによって，中国の学校課程において，初めて社会科が公式に設立された。
初等中学課程にも社会科が設置されたが，しかし，実際には公民，歴史，地理という科目で実施さ
れていた。そのため，本稿での社会科の設立に関する考察は小学の社会科に限定したい。
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表1小学各教科時間百分比（1923年）（11）
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2．総合としての社会科とは何か
社会科は「公民，衛生，歴史，地理」という四つの教科を統合して，総合教科として設置された。
その「総合」という特性は，社会科にとって生まれつきのものである。本稿では，まず社会科の「総
合」とは何か，を具体的に見ていきたい。それによって，社会科はなぜ四つの教科を統合することが
できるのか，なぜそれらを統合しなくてはならないのか，ということを明らかにしたい。
2－1「公民教育」による社会科の「総合性」
言うまでもなく，教科はある目的によって設置されるものである。社会科は何のために設置される
のか。そこでまず社会科の目標から検討したい。
1923年の『小学初級社会科課程綱要』（以下は『課程綱要』と略す）は社会科の目標（12）を次のよ
うな三点で規定している（13）。
①社会の過去と現在の状況，及び社会と生活との関係を知らしめる。
②児童に社会を観察する興味と社会のために奉仕する精神を育成する。
③社会生活で必要な習慣を養う。
このように社会科の目標は，知能の目標，態度・精神の目標と習慣の目標によって具体化されてい
る。しかしながら，それらの三つの具体的な目標は，一体何のために必要とされたのだろう。いわゆ
る，社会科が一体どんな人間像を目指していたのだろうか。
それについて『課程綱要』には直接に書かれていないが，その起草者である丁暁先（14）は，ほかの
論文で社会科の目標を分析する前に，次のような前書きをしている。
社会科は小学校のカリキュラムの中では公民生活に関する教育に属する。近年来，社会に露呈
してきている不安な状況は，一般国民が共和国に適応するような公民教育をいまだ受けていない
ためだと言われている。だから，公民教育に全力を注ぐことを提唱するのである。社会科はその
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ための一つの重要な科目である（15）。
ここで一つ見えてきたのは，公民教育を行う重要な科目という社会科の役割である。つまり，社会
科の設置は当時社会が必要とした公民教育を行うためだったのである。
さて，社会科が公民教育を目的とすれば，一体どのような公民像を目指しているのか。それほどの
ようなことを意味しているのだろうか。これについても，少し丁の長い文章を引用しておこう。
新学制課程の社会科は，「公民」，「衛生」，「地理」，「歴史」を統合するものである。なぜ統合
できるかというと，この四つの教科は一つの意味をもっているからである。それは現代社会に適
応する公民を育成するという目的である（傍点は筆者が加えた）。公民は社会を組織する分子で
あり，社会の各部分と関係をもっている。社会は一種の有機体であり，歴史的・環境的意味をも
つ。したがって，児童に十分な公民的な教養を育成させるためには，周園の環境に関係するさま
ざまな事物を確実に認識する。またそうすることによって，他の事物に対する態度や手段が適切
なものとなる。したがって，公民的な教養のために，歴史と地理の要素を関連して検討すべきの
である。また，「衛生」については，それは社会の幸福につながることであり，わが国民にとっ
ては十分な注意を払わなければならない。健全な公民には衛生の知識と習慣が必要とされる。以
上より，この四つの教科は実は一つのものとなるのである（16）。
この引用は，なぜ社会科がこれらの四つの教科を統合することができるのかを中心に述べられた。
それは「この四つの教科は一つの意味をもっている」からであり，その一つの意味とは「現代社会に
適応する公民を育成する」という目的である。社会科はこの日的によって，これらの四つの教科を一
つに統合したのである。ここで，社会科の最終の目的は「現代社会に適応する公民の育成」と見るこ
とができるだろう。言い換えれば，社会科が目指す人間像は現代社会に適応する公民である。
さらに，ここでいう「公民」をいかに捉えているのか。公民は，現実の面において「社会を組織す
る分子であり，社会の各部分と関係をもっている」人間であるが，理想の面において「周囲の環境に
関係するさまざまな事物を確実に認識し，そして適切な態度や手段をもつ」人間である。このことか
ら，社会科が目指した公民像が具体的に見えてきただろう。それは，社会にある関係する事物を確実
に理解・認識することによって，適切な行動をする人間である。一言でまとめると，それは思考力と
行動力をもつ人間である。
もう一度，最初の『課程要綱』で示された社会科の目的のところに戻るが，「①社会の過去と現在
の状況，及び社会と人生との関係を知らしめる」こと，「②社会を観察する興味と社会のために奉仕
する精神」のことと，「③社会生活で必要な習慣を養う」ことは，まさしく「現代社会に適応する公
民を育成する」ための具体的な目標と言えよう。そこで，社会科目標の構造図は図1のように捉えて
よいだろう。
このように，社会科は「現代社会に適応する公民を育成する」公民教育であるが，それによって，
社会科で統合された「歴史」と「地理」は，どのような新しい意味をもつようになったのか。
それについて，認識の対象である社会の特徴と関連づけて考えていきたい。社会は一体どんな特徴
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を持っているのだろうか。「社会は一種の有機体であり，歴史的・環境的意味をもつ」。つまり，社会
は時間的な軸の中で，一過去・現在・未来をもっているし，空間的な軸の中で≠　いろいろと違う環境を
もっていることを意味する。よって，現代の社会にあるさまざまな事物を確実に認識するためには，
社会の過去の様子も調べなくてはならないし，社会にあるさまざまな環境のこと（地理的）にも配慮
しなくてはならない。つまり，「現代社会の公民を育成する」ことを目標とした社会科には歴史と地
理の学習が必要とされる。しかし，歴史と地理の学習はそれ自身が目的ではなく，現代社会をよく理
解する手段になるのである。これによって，社会科における歴史と地理の学習は，従来の歴史科と地
理科との本質的な違いがみられるだろう。また，こうした社会科による教科の統合とは，これらの教
科内容を包括することだけの意味ではなく，方法原理的な意味をもっていると言えよう。
一方，「公民教育」は社会科の目的であり，社会科はそのために設置されたと言ってもよいが，「公
民教育」はなぜ必要とされたのか。その必要性をさらに追究していきたい。
「公民教育」或いは「公民科」，「公民」とはすでに存在していたものではない。新学制課程改革に
より，「公民」は従来の「修身」を改めた結果であり，それによってこれらの概念が使い始めたので
ある。それゆえに，「修身」を「公民」へ改革する理由には何か重要なことが窺えるだろう。
「公民」の設置については，1922年7月に開かれた中華教育改進社（17）の第一年会でその議案が出
され，「修身」を「公民」へ改めた理由が次のように詳しく述べてある。
「修身」の範囲はあまりに狭く，僅々個人の修養をもって社会に適応するに務め，公民学は個
人をして社会を改良することを目指す。故に「修身」は共和制度の社会に不適切であり，改める
べきである。それは一番目の理由である。また，「修身」は道徳のみを重視し，法律の観念が欠
けている。法治国の国民は法治の精神を養うことが極めて重要なことである。法治の精神と法律
の概念を培養するのは公民学である。それは二番目の理由である。そのほか，「修身」の標準は
古すぎて，その内容は殆ど消極的に立論し，積極的な公民として団体の幸福をはかるに不適切で
ある。それは三つ目の理由である（18）。
また，中華教育改進社が取り上げた問題点のほかに，『小学課程概論』の著者である程湘帆（19）は，
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「修身」についてその教科内容が抽象的で，ただ知識の獲得に留まり，子どもの実際の生活と離れて
いることも指摘していた（20）。
以上で引用した二箇所は，従来の「修身」が抱えていた問題点についての指摘である。まとめてみ
れば，一番基本的な問題は，「修身」の主旨が新しい時代の精神に相応しくないことと言えよう。な
ぜなら，従来の「修身」はほぼ個人の道徳に専念し，その目的は個人をいかに国家，君主に服従させ
ることが中心であったが，共和制度の時代が求めるのは，社会を改造し，公共生活の幸福に奉仕でき
る国民の育成を目的とする新しい教育，言わば公民教育であり，その中には法律の概念，公共の概念
をも含まれる。そのほかに，「修身」の内容が抽象的であり，子どもの実生活と遊離しているため，
結局知識の理解に留まり，硯実生活で実践できないことも大きな問題点であった。
よって，共和制度の時代に適応する公民を育成する教育が必要になった。それは個人として自分と
社会との関係をよく知り，社会を改良し，そして公共生活の幸福に奉仕できる公民の育成を主旨とす
る教育であり，いわ、ゆる公民教育である。
したがって，これまですでに論じたように，初等小学1～4年には公民教育を目的とする社会科が
設置された。また，その延長線として，高等小学5～6年には「生徒をして自己と社会（家庭，学校，
団体，地域社会，国家）の関係を解せしめ，社会改良の思想を啓発し，現代生活に適する習慣を養成
すること」（21）を目的とする公民科が設置された。社会科であろうと，公民科であろうと，それらの
目標を見る限り，社会を個人個人によって，組織したものととらえ，「個人と社会の関係の解明」を
主題にし，社会を改良する公民を目指す「公民教育」の特徴が窺われる。
2－2　学習者の観点による社会科の「総合性」
時代の要請である「公民教育」を目的とし，社会科は四つの教科を統合した。その意味で社会科は
総合であると言えよう。しかし，社会科が総合の形にしたのは，「公民教育」の観点のほかに，学習
者の観点をも十分に配慮した結果である。
社会科はなぜ総合の形にしなくてはならないのだろうか。この問題について，丁が前の「公民教育」
論述の続きで，学習者の観点をも次のように示している。
また，児童の心理状態を考慮すると，初等小学段階にいる児童は年齢が低く，空間・時間に対
する観念にはまだ明確さが欠ける。世界の歴史が長くても，領域が広くても，彼らには思いつか
ない。彼らにとって，祖父は尭舜と同時代の故人であり，そして，自分の郷土も中国と同じ概念
のものである。それゆえに，最初の段階から，もし地理と歴史の区分期に沿って児童に教えるな
らば，彼らには難しくて理解できないだろう。
それだけでなく，もし四つの教科に分けて教えるなら，教材の配分と時間の配分もきわめて難しい
ことである。……四つの教科に分けて教えるならば，毎週それぞれの教科の教授時間が短くなり，各
教科は一週間で一つの単元が終われなくて，何週間にわたってやるしかない。そうすれば，児童の注
意力が散漫になって学習の興味がそのうちになくなる（22）。
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以上の引用では，丁が児童の発達段階の観点から社会科を総合する必要性を具体的に二点で論じた。
一つは，初等小学段階の児童はまだ時間や空間に対する観念が欠けているため，歴史と地理の内容を
そのまま本来の学問の原理で教えたら，難しくて理解ができないからである。では，教科本来の学問
の原理でなければ，社会科はどういう原理に基づいて教材を選択し，配列するのか。これについては
次節に譲りたい。もう一つは，この段階の児童は事物に対する興味・関心が長く続けられないためで
ある。科目が多くなると，それぞれの教授時間が短くなり，単元が終わるまでの時間が自然に長く伸
び，子どもはそのうちに興味・関心がなくなる。
このように学習者である子どもの特徴を配慮すると，社会科は総合の形にしなくてはならないこと
が分かる。「公民，衛生，歴史，地理などの教科はいわゆる児童が生活している環境の中における社
会的な環境の部分であり，実際児童の経験にはばらばらではなく，一体になっている。このような児
童の生活経験の一体性を尊重するために，すべて社会科に統合することにする（23）。」
以上のことから，社会科に「総合」という性格にしたのは，時代の要請－「公民教育」二の観点に
よるものだけでなく，また児童・生徒，いわゆる学習者の観点から配慮した結果と結論づけられる。
3．教科の内容にみる「公民教育」と「総合性」
前章で明らかになったように，社会科の「総合性」は「公民教育」という教科の目標と，学習者の
観点によるものである。ここで，社会科の教科内容が，いかに構想されるかを具体的にみながら，そ
れらの性格がいかに教科内容の面に反映されているのかを考察したい。
社会科は，知能の方面においては，「社会の過去と現在の状況，及び社会と人生との関係を知る」
ことを目標とする。それにより，現代社会に生きる公民に，まず社会を確実に理解・認識することを
求める社会科教育の姿勢が窺える。そして，現代社会が認識の対象となり，それにあるいろいろな事
物の関係性を解明することが目標になる。その目標に沿って，次のような具体的な内容が構想されて
いる（24）。
（∋衣食住の供給源
②家庭・学校・地域・国家・世界の組織的活動
③現代の文化をつくりあげているさまざまな要素
④公共の幸福をつくりあげる要素
（9普通礼儀慣習と一般的法律の知識
⑥健康を維持するための各種の常識，及び公衆衛生についての常識
⑦現代社会の問題
また，社会科は，態度の方面において「児童に社会を観察する興味と社会のために奉仕する精神を
育成する」ことを目標とする。ここで，知識の獲得以上に，子どもが実際の社会に興味・関心をもち，
そして積極的に社会へ参加する意欲をもつことをきわめて重視する社会科教育の特徴が見られる。具
体的に次のような態度目標が構想されている（25）。
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（D家庭・学校・地域・国家・世界の幸福への願い
（診社会の公益活動に参加する意志
③法律を守り，指導者を尊重し，他の人の人格を尊重する精神
④事物を観察し事務を処理する際の寛容さ，公平な目，及び科学的な態度
⑤苦労を耐え，最後まで頑張る気塊
そのほか，社会科における習慣の養成については，家庭の一員として，公共生活の一員として，次
のような「社会生活で必要な習慣」を養うことが目標とされている（26）。
①公共衛生に関する知識と清潔を心がける習慣（27）
②現代社会における礼儀正しい習慣
（参秩序を守り法律に従う習慣
③公共物を大切にする習慣
④会議や各種集会で自分の責任を果たし，その規則を尊重する習慣
⑤科学を利用する習慣
⑥現代のさまざまな問題を熱心に追究する習慣－例えば，新聞や雑誌による公開の講演や政
治活動，社会活動に関心を持つこと
⑦休暇をうまく利用し，正しく娯楽を楽しむ習慣
以上のような具体的な目標をもった社会科が，実際に教材を選択する際には，次のような基準に基
づいて行われる（28）。
①社会の発展に重大な関係を有する事柄
②児童の現実生活と関係を持ち，しかも注意しなくてはならない事柄
③児童が容易に接することのできるもの－実際に観察しやすいもの
④現在の社会と大いに関係があり，しかも社会における各種活動の意義を理解させることがで
きる事柄
⑤児童のもつ疑問に答え，社会の誤謬を正していく事柄
⑥児童がいろいろな作業をする興味を引き起こすもの
⑦改革や創造の精神を喚起する事柄
⑧風俗や季節に関わるもので，しかも現代の思潮にそむかないもの
これらの教材選択の基準には，主に二つの観点が窺える。一つは教材に社会的な意味，時代の精神
を求めることであるが，具体的に①④⑤⑦⑧によるものである。もう一つは②③⑥による児童・生徒
の観点からの配慮である。つまり，教材は子どもの現実生活との関係性と，子どもの興味・関心のこ
とである。したがって，教科の内容面からみても，社会科が社会・時代の要請と子どもの特徴の両方
に配慮していることが言えよう。
以上のような基準で教材が決められたら，また学年ごとにいかに配列すべきなのか。『課程綱要』
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では，以下のような項目が学年ごとに取り上げている（29）。
第一学年
1．家庭の設計・研究
2．身体，服装の清潔
3．記念日と祝日の研究
4．公民，衛生，歴史，地理に関するお話
5．日分の家庭，学校に対する行為と責任
第二学年
1．学校，市，郷に関する観察研究
2．衣食住の衛生
3．原始人の生活
4．異郷人の生活
5．記念日と祝日の研究
6．日分の家庭，学校に対する行為と責任
第三学年
1．第二学年の第一項を続き，そして，県と省の内容を加える。
2．健康のための衛生常識，公衆衛生の概要
3．原始人の生活
4．異郷人の生活
5．事物の発明史
6．記念日と視日の研究
7．日分の家庭，学校，地方団体に対する責任
第四学年
1・国家の組織の概況（中国の憲法の概要，各機関の権能及び国民との関係，国際関係など）
2．公衆衛生に気をつける。簡単な救急法，治療法を学ぶ
3．近代における中国の大きな出来事
4．事物の発明史
5．中国の情勢及び世界名園との関係
6．歴史，地理の観念の整理
7．公民が地域，国家に対する責任（例えば，選挙，税金，兵役など）
このように，社会科の内容は児童の生活経験の同心円拡大原理に基づいて，身体，家庭，学校，地
域，中国，外国のように配列，構成していく方法をとっていることが窺われる。したがって，教材の
選択と配列の側面からみても，社会科は従来の教科の枠組みを打ち破って，歴史学，地理学，公民学
などの領域を統合した「総合性」をもった教科である。
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おわりに
本稿では，1923年に社会科の設立をめぐり，国レベルのカリキュラム構想を手がかりにし，その
教科の目標と内容の観点から，誕生期の社会科の性格について考察した。その結果，社会科の「総合
性」とは「公民教育」という目標の「総合性」と，学習者の観点による教科内容の「総合性」である
ことが明らかになった。また，「公民教育」という社会科の目的には，当時社会科のカリキュラムを
構想した人々の次のような願いがあった。それは共和制度の社会に適応し，さらに社会を積極的に改
良し，公共生活の幸福に奉仕できるような公民を育成することである。そのほか，子どもの経験及び
興味・関心を重視する新しい教育の姿勢も窺われる。
このように，本研究は国レベルのカリキュラム構想を対象にし，教育実践レベルの検討には至らな
かった。しかしながら，実際に社会科は必ずしも国家レベルの課程設置によって始まったとは限らな
い。したがって，社会科の成立の過程を考察する際に，民間レベル，いわゆる学校現場レベルにおい
て，社会科は何によって成立されたのか，また，国レベルのカリキュラム構想はその後教育現場で実
際にいかに実践され，どこまで実現されたのか，を研究の視野に入れるべきであると考える。これら
の問題を今後の課題とし，改めて論じたい。
注（1）それについて，詳細は拙稿「1990年代から中国における社会科教科書づくりとその展望一授業づくりの観
点から－」『早稲田大学教育研究科紀要（別冊）』15号－1，2007年9月を参照に。
（2）1922年の新学制（壬戊学制）によって，小学校は修業年限を6年とし，そして初等小学4年と高等小学2年
に分けている。したがって，ここでいう初等小学とは小学1年から4年までのことである。
（3）市川博「中国におけるプラグマティズム教育思想導入期の公民科教育一国家と個人の関係を中心に一」東
京教育大学教育学部紀要第16巻，1970年3月，pp．33－49。木山徹哉「1923年中国新学制課程にみる『民主
主義と科学』観一社会科及び常識科の検討を中心に－」『社会科教育研究』No．46，1981年，pp．21－31．
（4）王柄照・閣国華主編『中国教育思想通史第六巻』湖南教育出版社，1994年，pp．178－179．
（5）英文Democracy，当時中国語の訳は「平民主義」としたが，EI本語「民主主義」と同じ意味である。ただ
し，これまでの日本語の論文では殆ど「平民主義」の言葉をそのまま使っていた。
（6）察元培「新教育意見」静新城編『中国近代教育史料』第四冊人民教育出版社，pp．26－32．
（7）全国教育会連合会は各省の省教育会及び特別行政区域教育会より組織される。全国教育の諸問題を討議し
て，共に協力して教育目的を遂行していくのを目的としている。会議は各省及び特別区の教育会より代表3
名以内が出席して行われている。1915年より1925年までは毎年一回開かれていた。（唐鍼，朱経農他編『教
育大辞書』商務印書館1928年pp．355－356）。
（8）「課程綱要」は日本文部科学省の学習指導要領に該当するものである。
（9）干述勝著『中国教育制度通史　第7巻民国時期（公元1912年－1949年）』（李国釣・王柄照総主編），山東教
育出版社，2000年，pp．55－56．
（1（カ　課程教材研究所編『20世紀中国小学課程標準・教学大綱匪編：課程（教学）計画巻』北京：人民教育出版
社，2001年，p．107．
柚　子述勝，前掲書，p．56．
個　中国語の原稿には「目的」の言葉を用いたが，ここでいう「日的」は日本語の「目標」という言葉の意味
をしていると捉えられるから，筆者はここで「目標」の言葉を用いた。
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個　課程教材研究所編『20世紀中国小学課程標準・教学大綱匿編：自然・社会・衛生巻』北京：人民教育出版
社，2001年，p．137
㈹1923年の新学制課程要綱の中で『小学初級四年社会課程綱要』の起草者である。そして高等小学の公民，
衛生，歴史の課程綱要の起草も一部担当したのである。また，当時の社会科の教科書『新学制社会教科割
（1923年版，商務印書館）の漏纂者でもある。
個　丁暁先「小学社会科教学概要」『教育雑誌』第16巻第1号，p．5．
（16）同上，pp．3－4．
的1919年に新教育研究団体として新教育共進社が設立したが，1921年に新教育雑誌社，実際教育調査社と連
合して，中華教育改進社へ発展した。主な活動としては，教育の科学的研究と教育普及に関する活動（平民
教育運動）である。当時中国で有数の教育研究と実践の団体である。
個『新教育』第5巻第3期，p．457．
（1功　中国の近代における初めてのカリキュラムに関する専門著書である。1923年商務印書館によって出版され
た。
榊　張粒民「小学校之公民教育」『教育雑誌』第16巻第4号，pp．213．
糾　課程教材研究所滞『20世紀中国小学課程標準・教学大綱匪編：思想政治巻』北京：人民教育出版社，2001
年，p．11．
幽　丁暁先，前掲書，p．4．
幽　干述勝，前掲書，p．57．
糾　丁暁先，前掲書，p．6．
幽　同上，pp．7－8．
個　同上，p．8．
銅　中国語原稿は「個人・家庭・公衆に関する清潔衛生の習慣」に書いてあるが，ここでは日本語にしたとき，
意訳をした。
紬　同上，p．9．
個　課程教材研究所編『20世紀中国小学課程標準・教学大綱匪編：自然・社会・衛生巻』北京：人民教育出版
社，2001年，pp．137－138．
